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★保育理念★ 保育所保育指針を踏まえ、ほほえみと感動のある園を目指す
★保育目標★ 明るく元気で豊かな心を持った子どもを育てる
★保育方針★ 子ども一人一人の生きる力の基礎を育む

●幼児園・保育園とは…
保護者が働いていたり、病気にかかっているなどにより、家庭で保育

ができないお子さんを、保護者に代わって日々保育するところです。

●入園の申込み手続き
1） 提出書類
申込書（提出先に備えつけてあります。）

※申込書以外にも提出していただく書類（源泉徴収票やパート証明等）があり
ますが、それらの書類については来年2月頃の提出となります。

2） 受付期間
9月1日（火）～9月30日（水）まで

3） 提 出 先
入園希望の幼児園・保育園
役場子育て支援課、各振興事務所住民福祉課（地域振興課）

4） 入園までの流れ

注）年度途中に入園を希望される場合は、定員等の都合により希望する園に入園できない場合等がありますのでご了承ください。

●入園の対象となるお子さんは…
揖斐川町内に住所があり、次のいずれかの事情があるとともに

同居の家族、その他の方も保育できない場合に限ります。
1） 保護者が昼間外で働いている場合
2） 保護者が昼間、自宅で家事以外の労働をしている場合
3） 保護者が出産前後・病気・負傷・心身に障がいがある場合
4） 保護者が同居の病人や心身障がい者の世話をしている場合
5） 風水害、火災その他の災害の復旧に当たっている場合

9月
申込書提出

1～2月
1日入園

添付書類提出

2月末
承諾書を受け取る

4月
入　園

5月初旬
保育料決定

通知書を受け取る
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●特別保育事業
★乳児保育
満6か月以上、いび幼児園で実施します。

★早朝保育・延長保育
各幼児園・保育園で実施します。

★一時保育
一時的に保育を希望される場合、いび幼児園で保育します。

★障がい児保育
集団生活が可能な障がい児を保育します。

★なかよしタイム
毎月第2・第4水曜日に各園で園庭開放を行います。

●保育料
入園児童の父母など扶養義務者の所得税および住民税により

決定します。
★所得税課税世帯
父母などの平成21年分所得にかかる所得税額で算定

★所得税の非課税世帯
父母などの平成21年度町民税額で算定

●保育時間
★通常の保育時間
8時30分～16時30分

★早朝保育
7時30分から

★延長保育
18時30分まで（いび幼児園は19時まで）

※土曜日はやまと幼児園と久瀬保育園で事前
申込みによる希望保育を実施しています。

※入園に関するお問い合せは各幼児園・保育園または役場子育て支援課（22－2111）までご連絡ください。

●町内幼児園・保育園
施　設　名 定　員 入園対象 住　　　　所 T  E  L

き た が た 幼 児 園 60 1歳から 揖斐川町北方1427番地1 22－1463
や　ま　と　幼　児　園 90 1歳から 揖斐川町房島486番地 22－2856
い　び　幼　児　園 100 6か月から 揖斐川町三輪1388番地 22－0420
き よ み ず 幼 児 園 70 1歳から 揖斐川町清水1176番地1 22－0826
お　じ　ま　幼　児　園 90 1歳から 揖斐川町小島560番地 22－1021
谷　汲　保　育　園 60 1歳から 揖斐川町谷汲深坂2761番地15 56－3011
長　瀬　保　育　園 45 1歳から 揖斐川町谷汲長瀬2565番地1 55－2307
か　す　が　保　育　園 35 1歳から 揖斐川町春日小宮神1071番地 57－2319
久　瀬　保　育　園 30 1歳から 揖斐川町西津汲710番地1 54－2039
藤 橋 ・ 坂 内 保 育 園 20 1歳から 揖斐川町東横山1016番地 52－2023
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揖
斐
川
森
林
だ
よ
り
〜
こ
れ
か
ら
の
森
林
づ
く
り
の
た
め
に
〜

【
第
21
回
】「
谷
汲
地
域
の
間
伐
モ
デ
ル
地
区
の
取
組
み
に
つ
い
て
」（
揖
斐
川
町
森
林
づ
く
り
推
進
会
議
事
務
局
）

間伐により健全な森林づくりを行うため、谷汲地域のモデル事業推進地域として、大洞地区の森林約
244ヘクタールの団地を事業可能なエリアとして選定しました。
大洞地区が中心になり、地区推進会議を発足し、今年の7月までに3回の会議を開催いたしました。
事業可能なエリア内でも、事業を先行して実施しようとしているエリアは、県道深坂大野線の大谷ト

ンネル手前付近一帯の約90ヘクタールの団地です。事業可能なエリア内の地権者より調査を実施する
ための同意及び境界の確定を進めて、施業について同意が得られると、実際に間伐計画などを作成し森
林整備に着手していくことになります。残りのエリアも順次実施していく予定です。
谷汲管内では、このモデル事業を実施することにより、他の地区も森林の間伐整備に取り組み、20

年・30年後の山を見据えた森林づくりに繋げていけるよう、事業を推進していきたいと考えています。

実施前の状況 実施後の状況

説
明
会
の
状
況

県道深坂大野線沿大谷トンネル付近

谷汲地域の間伐モデル推進箇所の取り組み状況の紹介

谷汲地域では岩坂峠周辺で「たにぐみ山づくりプロジェクト」を実施しています。
このプロジェクトでは、揖斐郡森林組合が事業主体となり各種の補助事業を利用しながら森林の整備
を推進しています。
事業期間は平成19年度から平成23年度の5年間で、平成20年度までの間伐等の実績は、計画の196ヘ
クタールに対して89ヘクタールで達成率は45パーセント、作業道等の整備実績は、計画の7,810メー
トルに対して1,960メートルで達成率は25パーセントとなっています。
森林所有者の意見として、「境界が不明のところがあったが分かるようになった。」「杉林で現在まで手

入れしていなかったため、雪で折れた所があったが負担なしできれいになった。」などの意見がありました。

健全で豊かな森林プロジェクトの紹介

谷汲地内の森林の状況

【お問い合せ先】
森林林業について、また、補助制度の採択要件や間伐のご相談等、お気軽にお問い合わせください。
揖斐川町農林振興課（TEL 22－2111）・揖斐郡森林組合（TEL 22－6511）・揖斐農林事務所林業課（TEL 23－1111）
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10
月
1
日
か
ら
、
役
場
本
庁
舎
の
窓

口
で
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
・
受
取
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
役
場
で
申
請
・
受
取
の
で
き
る
方

日
本
国
籍
を
有
し
、
揖
斐
川
町
に
住

民
登
録
さ
れ
て
い
る
方

■
役
場
窓
口

揖
斐
川
町
役
場
本
庁
舎
1
階
小
会
議
室

※
各
振
興
事
務
所
で
は
お
取
り
扱
い
で

き
ま
せ
ん
。

■
各
種
申
請
・
届
出
の
受
付

月
曜
日
・
水
曜
日
　
12
時
〜
16
時

※
祝
日
の
場
合
は
翌
日

■
役
場
で
取
扱
う
手
続
き

（1）
一
般
旅
券
発
給
申
請

初
め
て
パ
ス
ポ
ー
ト
を
作
る
と
き

や
、
切
り
替
え
な
ど
で
新
た
に
パ
ス
ポ
ー

ト
を
作
る
と
き

（2）
記
載
事
項
の
訂
正
申
請

氏
名
、
本
籍
に
変
更
が
あ
る
と
き

（3）
査
証
欄
の
増
補
申
請

査
証
欄
を
増
や
し
た
い
と
き

（4）
一
般
旅
券
の
紛
失
等
の
届
出

パ
ス
ポ
ー
ト
を
失
く
し
て
し
ま
っ
た

と
き

■
パ
ス
ポ
ー
ト
の
受
領
に
つ
い
て

●
申
請
か
ら
交
付
ま
で
の
期
間
は
、

土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始（
12
月

29
日
〜
1
月
3
日
）を
除
き
、
申
請

日
か
ら
8
日
目
以
降
の
開
設
日
と
な

り
ま
す
。

●
パ
ス
ポ
ー
ト
の
受
領
に
は
、
必
ず
ご

本
人
が
申
請
さ
れ
た
窓
口
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

●
パ
ス
ポ
ー
ト
発
行
日
か
ら
6
か
月
以

内
に
受
領
さ
れ
な
い
場
合
、
そ
の
パ

ス
ポ
ー
ト
は
失
効
さ
れ
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

揖
斐
川
町
役
場
政
策
広
報
課

℡
2
2
│
2
1
1
1（
内
線
1
1
4
）

〜
新
し
い
保
険
証
を

9
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
〜

新
し
い
国
民
健
康
保
険
証
を
、
9
月
下

旬
に
各
ご
家
庭
に
郵
送
し
ま
す
。
保
険
証

が
届
き
ま
し
た
ら
、
住
所
、
氏
名
な
ど
記

載
内
容
を
確
認
し
て
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
期
限
切
れ
の
保
険
証
は
、ハ
サ
ミ

を
入
れ
る
な
ど
し
て
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

○
保
険
証
は
、
簡
易
書
留
郵
便
で
送
付
し
ま
す

普
通
郵
便
の
よ
う
に
郵
便
物
を
各
ご
家

庭
の
郵
便
受
け
に
入
れ
る
の
で
は
な
く
、

郵
便
局
の
配
達
員
が
直
接
お
届
け
し
ま
す

の
で
、
受
領
印
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
ご
不
在
の
場
合

保
険
証
配
達
時
に
ご
不
在
の
場
合
は
、

郵
便
局
員
が
「
不
在
連
絡
票
」
を
置
い
て

い
き
ま
す
。
受
け
取
り
方
な
ど
は
、「
不

在
連
絡
票
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
郵
便
局
で
の
保
管
期
限
が
過
ぎ
た
場
合

郵
便
局
で
の
保
管
期
限
が
過
ぎ
た
場

合
、
保
険
証
は
役
場
に
戻
り
ま
す
。
保
管

期
限
経
過
後
は
、
お
使
い
の
保
険
証（
期

限
切
れ
の
も
の
）を
ご
持
参
の
上
、
役
場

住
民
課
ま
た
は
お
住
ま
い
の
地
域
の
振
興

事
務
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
国
民
健
康
保
険
税
の
支
払
い
が
遅
れ
て
い
る
方

保
険
税
は
、
私
た
ち
の
医
療
費
に
あ
て

ら
れ
る
貴
重
な
財
源
で
す
。
3
期（
平
成

21
年
7
月
31
日
納
付
期
限
）ま
で
の
保
険

税
の
支
払
い
が
遅
れ
て
い
る
世
帯
の
方

は
、
そ
の
旨
を
同
時
期
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
役
場
住
民
課
ま
た
は
各
振
興
事
務
所

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
施
設
入
所
や
学
生
の
た
め
、
保
険
証
を

単
独
で
お
持
ち
の
場
合

事
前
に
継
続
の
た
め
の
申
請
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
い
た

だ
き
、
役
場
ま
た
は
各
振
興
事
務
所
の
窓

口
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
ご
提
出
さ
れ
な

い
場
合
は
、
保
険
証
を
返
還
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
保
険
証
の
有
効
期
限

平
成
21
年
10
月
1
日
か
ら
平
成
22
年
9

月
30
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
そ
の
他

社
会
保
険
に
加
入
さ
れ
た
場
合
な
ど
、

届
出
を
さ
れ
な
い
と
二
重
に
保
険
税
を
支

払
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

保
険
証
を
お
受
け
取
り
に
な
ら
れ
ま
し

た
ら
、
十
分
に
ご
確
認
い
た
だ
き
、
お
気
づ

き
の
こ
と
は
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

℡
2
2
│
2
1
1
1

Information Room

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
受
付
が

は
じ
ま
り
ま
す

インフォメーション ルーム

Information Room

■日時 9 月23日（水） 10時～15時（雨天決行）
■場所 大垣城ホールおよび大垣城西広場
■内容 動物愛護の普及啓発などのために、
ふれあい動物広場、愛犬のしつけ方教室、
子犬子猫譲渡情報サイト、搾乳体験、蜂蜜
採集の実演、野鳥巣箱作りなど

■主催 動物愛護フェスティバルin西濃実行
委員会（岐阜県獣医師会内℡058―273―1111）

■交通機関 原則として公共交通機関か周辺
の公共有料駐車場を利用してください。

■注意事項 犬・猫を同伴される方は、大垣
城ホール内への入場不可。

動物愛護フェスティバル 西濃開催！

Information Room

国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

in

こ
の
場
所
が
窓
口
で
す
。
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基
礎
年
金
に
は
国
庫
負
担（
国
の
税
金
）が

含
ま
れ
て
い
ま
す

国
民
年
金
か
ら
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の

ほ
か
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
基
礎
年

金
に
は
国
庫
負
担（
国
の
税
金
）が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
国
庫
負
担
の
割
合
が
、
法
律
改
正

に
よ
り
、
平
成
21
年
4
月
以
後
の
加
入
期

間
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
3
分
の
1
か

ら
2
分
の
1
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
将
来
に
わ
た
っ
て
、
国

民
年
金
が
安
定
的
に
運
営
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

国
庫
負
担
率
の
引
上
げ
と
免
除
制
度

40
年
間
、
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め

た
方
に
は
、
65
歳
か
ら
、
79
万
2
1
0
0

円（
平
成
21
年
度
価
格
・
年
額
・
以
下
同

じ
）の
老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

が
、
平
成
21
年
4
月
以
後
の
加
入
期
間
の

み
の
場
合
、
そ
の
半
額
の
39
万
6
0
5
0

円
が
国
庫
負
担
に
な
り
ま
す
。

一
方
、
国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
に
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
な
ど
の

た
め
、「
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
」
制
度

が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
免
除
で
は
、
所
得

の
状
況
に
よ
っ
て
、
全
額
、
4
分
の
3
、

半
額
ま
た
は
4
分
の
1
の
額
の
保
険
料
が

免
除
さ
れ
ま
す
が
、こ
れ
ら
の
す
べ
て
の
免

除
期
間
に
つ
い
て
、
保
険
料
を
納
め
た
と
き

と
同
額
の
国
庫
負
担
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
国
庫
負
担
率
の
引
上
げ
に
よ
っ

て
、
免
除
期
間
に
つ
い
て
の
老
齢
基
礎
年

金
の
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。例
え
ば
、

全
額
免
除
で
は
、
仮
に
、
平
成
21
年
3
月

ま
で
の
40
年
間
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
場

合
の
額
は
26
万
4
0
0
0
円
で
す
が
、
平

成
21
年
4
月
以
後
の
40
年
間
保
険
料
を
免

除
さ
れ
た
場
合
の
額
は
39
万
6
1
0
0
円

と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
と
学

生
納
付
特
例
に
よ
っ
て
免
除
さ
れ
た
期
間

に
つ
い
て
追
納
し
な
か
っ
た
場
合
、
基
礎

年
金
の
受
給
権
に
は
反
映
さ
れ
ま
す
が
、

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ

な
い
「
カ
ラ
期
間
」
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

老
齢
基
礎
年
金
は
25
年
の
資
格
期
間
を

満
た
し
て
い
な
い
方
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
老
齢
基
礎
年
金
に
含
ま
れ
る

国
庫
負
担
を
受
け
る
大
切
な
権
利
を
失
う

こ
と
に
つ
な
が
る
わ
け
で
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

大
垣
社
会
保
険
事
務
所

℡
0
5
8
4
│
7
8
│
5
1
6
6

揖
斐
川
町
役
場
　
住
民
課

℡
2
2
│
2
1
1
1

現
在
お
持
ち
の
福
祉
医
療
受
給
者
証

（
乳
幼
児
・
児
童
生
徒
は
除
く
）は
、
9
月

30
日
で
有
効
期
間
が
満
了
し
ま
す
。

対
象
者
に
は
、
9
月
中
旬
に
案
内
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
更
新
申
請

書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
必
要
書
類
を
添
付

の
上
、更
新
手
続
き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

手
続
き
を
し
な
い
と
受
給
資
格
が
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
手
続
き
の
際
、
必
要
な
も
の
が

整
っ
て
い
な
い
と
当
日
交
付
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
案
内
書
を
確
認
の
上
更
新
手
続
き

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

更
新
日
時
・
更
新
場
所
に
つ
き
ま
し
て

は
案
内
通
知
に
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

※
乳
幼
児
・
児
童
生
徒
受
給
者
証
に
つ
き

ま
し
て
は
、
更
新
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

℡
2
2
│
2
1
1
1

Information Room

福
祉
医
療
受
給
者
証

〔
重
度
障
が
い
者
・
母
子
・
父
子
〕

の
更
新
に
つ
い
て

Information Room

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

不慮の事故に備え、日ごろから
応急手当を身につけましょう。
揖斐郡消防組合では、普通救

命講習会を実施しています。ご
希望の方は、当消防組合までお
申込みください。
救急車の適正なご利用をお願

いします。
【お問い合せ先】
揖斐郡消防組合消防本部
℡32―0119

身体障がい者（児）と知的障がい者（児）の相談や障がい福祉
の増進をするために、身体障害者相談員と知的障害者相談員
を置いています。障がいがあって困っていることがありまし
たら、身近な相談員にご相談ください。 （敬称略）

＜岐阜県身体障害者相談員＞
氏　　名 住　　　　所 電話番号

高　田　照　巳 小島200番地1 22ー4189
岩　崎　　　清 谷汲有鳥369番地2 55ー2844
高　橋　兼　助 上ミ野81番地4 22ー5343
渡　邉　　　保 房島1360番地1 22ー0652
山　本　眞佐敏 谷汲岐礼947番地1 56ー3761
小　寺　敏　秀 春日川合1532番地1 57ー2329
山　本　豊　彦 小津1956番地 54ー2697
新　井　　　康 坂内広瀬2671番地 53ー2314

＜岐阜県知的障害者相談員＞
氏　　名 住　　　　所 電話番号

野　原　なつみ 永781番地 22ー3806
牧　村　光　子 上東野37番地6 22ー5067
松　野　美　好 谷汲徳積1529番地12 56ー3056

＜揖斐川町身体障害者相談員＞

【お問い合せ先】揖斐川町役場社会福祉課　℡22―2111

氏　　名 住　　　　所 電話番号

牧　村　二　郎 三輪2744番地11の1 22ー1870
杉　山　つた子 北方2015番地1 22ー0625
鳥　内　敏　司 谷汲深坂1681番地 55ー2908
横　山　正　美 谷汲長瀬1080番地4 55ー2171

9月9日は、救急の日！
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Information Room
揖
斐
川
町
で
は
国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。
異
な
る
文
化
や
習
慣

を
体
験
し
て
海
外
の
友
達
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
11
月
の
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
の

際
に
実
施
す
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ユ
タ
州

セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
市
と
の
マ
ラ
ソ
ン
交
流

で
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
通
訳
ボ
ラ
ン

ティ
ア
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
内
容
》

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
期
間

11
月
5
日（
木
）〜
10
日（
火
）（
予
定
）

■
応
募
締
切

9
月
30
日（
水
）

通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
は
都
合
の
良

い
日
時
の
み
で
も
結
構
で
す
。

募
集
対
象
は
、
揖
斐
川
町
在
住
の
方
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

揖
斐
川
町
役
場
政
策
広
報
課

℡
2
2
│
2
1
1
1（
内
線
1
1
4
）

岐
阜
県
で
は
、
結
婚
活
動
中
の
独
身
男

女
を
対
象
に
、
出
会
い
の
場
で
活
用
で
き

る
振
る
舞
い
方
や
、
異
性
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
現
在
、
セ
ミ

ナ
ー
へ
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
対
象

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方
に

限
り
ま
す
。

・
20
歳
以
上
の
方

・
独
身
で
あ
る
方

・
岐
阜
県
内
に
在
住
又
は
在
勤
し
て
い
る
方

■
日
時
・
場
所

①
10
月
31
日（
土
）

県
民
ふ
れ
あ
い
会
館（
岐
阜
市
）

②
11
月
14
日（
土
）

セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐（
土
岐
市
）

■
受
講
料

無
料

■
定
員

各
会
場
男
女
各
40
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

■
募
集
期
限

①
10
月
2
日（
金
）

②
10
月
9
日（
金
）

■
申
込
み
方
法

名
前（
フ
リ
ガ
ナ
）・
生
年
月
日
・
性

別
・
住
所
・
電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス（
携
帯
不
可
）・
勤
務
先
所
在
市
町
村

（
岐
阜
県
以
外
に
お
住
ま
い
の
方
）・
希
望

会
場
を
記
入
の
う
え
、
申
込
書
を
持
参
、

郵
送
ま
た
は
F
A
X
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
、
各
市
町
村
窓
口
、
県
振
興

局
な
ど
で
入
手
で
き
る
ほ
か
、
少
子
化
対

策
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
先
】

県
庁
少
子
化
対
策
課

〒
5
0
0
│
8
5
7
0

岐
阜
市
薮
田
南
2
│
1
│
1

℡
0
5
8
│
2
7
2
│
8
0
7
7

Fax
0
5
8
│
2
7
8
│
2
8
8
0

http://w
w
w
.pref.gifu.lg.jp/pref//

s11121/kekkon/

警
察
で
は
、

・
犯
罪
等
に
よ
る
被
害
の
未
然
防
止
に
関

す
る
こ
と

・
県
民
の
安
全
と
平
穏
に
関
す
る
こ
と

・
警
察
職
員
の
職
務
執
行
に
関
す
る
こ
と

・
そ
の
他
警
察
の
行
政
に
関
す
る
こ
と

に
つ
い
て
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
の
か
わ

か
ら
ず
悩
ん
で
お
ら
れ
る
方
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
気
に
な
る
こ
と
を
相
談
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
緊
急
通
報
は
「
1
1
0
番
」
事
件
事
故

の
現
場
へ
す
ぐ
警
察
官
に
来
て
ほ
し
い

と
き

●
相
談
は
「
＃
9
1
1
0
」
困
り
ご
と
な

ど
で
相
談
す
る
と
き

※
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
の
方
は
0
5
8
│
2
7

2
│
9
1
1
0
へ
お
か
け
く
だ
さ
い
。

「
＃
9
1
1
0
」
は
全
国
ど
こ
か
ら
で

も
家
庭
の
電
話
・
公
衆
電
話
・
携
帯
電
話

で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
つ
な
が
り
ま
す
。

相
談
は
、
警
察
安
全
相
談
室
の
ほ
か
、

各
警
察
署
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
警
察
署

℡
2
3
│
0
1
1
0

学
校
、
工
場
、
店
舗
等
で
多
数
の
人
が

出
入
り
し
、
勤
務
す
る
事
業
所
に
は
、
一
定

の
資
格
を
持
っ
た
「
防
火
管
理
者
」
を
置

く
義
務
が
消
防
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

消
防
本
部
で
は
、
次
の
と
お
り
甲
種
防

火
管
理
者
資
格
を
取
得
す
る
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
該
当
者
、
希
望
者
は
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時

10
月
22
日（
木
）、
23
日（
金
）

9
時
〜
16
時
30
分

■
場
所

大
野
町
中
之
元

揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
本
部
3
階
研
修
室

■
受
講
料

無
料
　
た
だ
し
、テ
キ
ス
ト
、

昼
食
代
と
し
て
5
0
0
0
円
必
要
。

■
申
込
期
間

9
月
1
日（
火
）〜
30
日（
水
）

【
お
問
い
合
せ
先
】

揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
本
部

℡
3
2
│
0
1
1
9

刑
務
所
で
制
作
し
た
作
業
製
品
の
展

示
・
即
売
や
刑
務
所
内
の
見
学
な
ど
が
行

わ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

■
日
時

10
月
24
日（
土
）

9
時
30
分
〜
16
時

■
場
所

岐
阜
刑
務
所
　
庁
舎
前
広
場

■
駐
車
場

無
料（
2
0
0
台
）

【
お
問
い
合
せ
先
】
岐
阜
刑
務
所

℡
0
5
8
│
2
3
9
│
9
8
2
1

Information Room

相
談
は
安
心
ダ
イ
ヤ
ル
＃
9
1
1
0

9
月
11
日
は
「
警
察
相
談
の
日
」

Information Room

防
火
管
理
者

資
格
取
得
講
習
会
開
催

Information Room

岐
阜
県
結
婚
支
援
セ
ミ
ナ
ー

『
幸
せ
を
つ
か
む
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』

参
加
者
募
集
！

Information Room

国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

Information Room

第
29
回
岐
阜
矯
正
展
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岐
阜
県
で
は
、
誰
も
が
気
軽
に
立
ち
寄

り
相
談
が
出
来
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
男
性
、
中
高
年
の
皆
さ
ん
も
、

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
主
な
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー

①
お
子
様
連
れ
で
も
安
心
し
て
相
談
が
で

き
ま
す
。（
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
あ
り
ま
す
）

②「
保
育
施
設
」「
育
児
サ
ポ
ー
ト
」
等
の

情
報
を
提
供
し
ま
す
。

③
就
職
活
動
に
役
立
つ
「
履
歴
書
の
書
き

方
」「
面
接
対
策
」
な
ど
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
ま
す
。

④
県
内
の
「
求
人
情
報
」
を
提
供
し
ま
す
。

⑤
自
信
と
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
「
職
業

訓
練
」「
セ
ミ
ナ
ー
」
の
情
報
提
供
を

し
ま
す
。

⑥
職
場
で
の
様
々
な
悩
み
相
談
が
で
き
ま

す
。

⑦
そ
の
他
、
就
労
に
関
わ
る
相
談
が
で
き

ま
す
。

■
相
談
日
時

水
・
木
・
金
・
土
　
11
時
〜
19
時

※
12
月
29
日
〜
1
月
3
日
は
除
く

【
お
問
い
合
せ
先
】

マ
マ
さ
ん
再
就
職
応
援
コ
ー
ナ
ー

マ
ー
サ
21

本
館
2
階

（
岐
阜
市
正
木
1
2
1
）

℡
0
5
8
│
2
1
3
│
7
3
1
5

今
年
度
は
、
更
生
保
護
制
度
が
発
足
し

て
60
年
に
な
り
ま
す
。
全
国
や
岐
阜
県
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
様
々
な
行
事
が
予
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
揖
斐
郡
大
会
で
は
、
郡
内

の
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
の
意
見
発
表
と

ポ
ス
タ
ー
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

多
数
の
皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

■
日
時

9
月
26
日（
土
）
13
時
〜

■
場
所

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

■
展
示
期
間

9
月
20
日（
日
）〜
26
日（
土
）

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
保
護
司
会

℡
3
2
│
1
3
0
2

◆
揖
斐
川
町
役
場
へ

7
月
27
日（
月
）、
家
庭
倫
理
の
会
い
び

川
揖
斐
支
部
様
よ
り
、
寄
付
金
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

7
月
31
日（
金
）、
財
団
法
人
東
神
育
英

奨
学
会（
寺て

ら

岡お
か

達た
つ

彦ひ
こ

理
事
長
）よ
り
、
発
光

ダ
イ
オ
ー
ド
を
使
用
し
た
携
行
型
照
明
ボ
ー

ド（
3
台
）を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
揖
斐
川
ふ
る
さ
と
基
金
へ

小こ

寺で
ら

員か
ず

馬ま

さ
ん（
千
葉
県
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
揖
斐
川
尚
和
園
へ

安あ
ん

藤ど
う

満み
つ
る

さ
ん（

永
）と
う
も
ろ
こ
し

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

古屋の薬草取扱者である小寺甚五郎氏は60才（1928年）の時回顧録を書いており、春日（主に古屋、
笹又）で集めた薬草を遠くは京都、大阪まで運び商売をしたことが記されています。なかでも取引さ
れる薬草に興味があります。その中に防風なる薬草名が出現します。防風は中国原産の薬草であり、
日本には自生はありません。しかし昔は中国からの防風を日本でも栽培していましたが、今は無いと
言われています。古屋に薬草を植えている場所がありますがそこで藤助防風なるものを見た記憶があ
り、もしそうであれば中国の防風が残っていた事になります。現在はイブキボウフウが防風の代用と
して用いられていますが、小寺甚五郎さんが言っている防風が伊吹防風なのかまたまた藤助防風なの
かは甚だ大事なことであり、精査する必要があると思います。イブキボウフウは防風と同じ薬効があ
り、発汗、解熱、鎮痛の作用があり風邪には効き目があります。風邪には乾燥した根、根茎を煎じて
飲みます。ヨモギと一緒にお風呂に入れた薬草風呂は湯冷めしないといいます。

（岐阜薬科大学名誉教授　水野瑞夫）

いびがわ 特産品シリーズ イブキボウフウ（セリ科）
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Information Room

マ
マ
さ
ん

再
就
職
応
援
コ
ー
ナ
ー

Information Room

更
生
保
護
制
度
施
行
60
周
年

記
念
事
業
「
揖
斐
郡
大
会
」
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